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令和３年度（2021年度）行政監査の結果に基づき講じた措置（知事部局）

監査テーマ 「ソーシャルメディアの利用状況等について」

監査の結果に基づき講じた措置

是正又は改善を要する事項 左 に 対 す る 措 置

１ 効果的な情報発信や利活用が行われているか

（１）情報発信の頻度及び発信件数

ソーシャルメディアを利用した情報発信の頻度 ソーシャルメディアを利用した情報
は、表14のとおり、イベント開催時等に不定期に発 発信アカウントについて、休止中であ
信するものが157アカウント、週に２～３回が32ア った不要な２アカウントを削除しまし
カウント、週１回が29アカウントなどとなっており、 た。
休止中のものは３部局、５アカウントであった。
なお、その他の内容は、相談対応のみで情報発信

を行っていないものである。
また、令和２年度中の発信件数は、表15のとおり、

10件未満が96アカウント、10件以上50件未満が64ア
カウント、50件以上100件未満が54アカウント、100
件以上150件未満が24アカウントなどとなっている。

≪改善意見≫
休止中のアカウントについては、ソーシャルメデ

ィアの特性である「情報の即時性」を十分に活かし
きれていないことに加え、「成りすまし」等のトラ
ブルの発生リスクがあることから、アカウント継続
の必要性について検討する必要がある。
また、情報発信の頻度や発信件数が著しく少ない

アカウントについても、同様の理由から、その必要
性について検討することが望ましい。

（石狩振興局、オホーツク総合振興局）
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２ ガイドラインに基づき、適正な運用が行われているか

（５）利用方針の記載事項、対応方法等の公表

利用ガイドラインでは、次の点を明確にした利用 ガイドラインに基づいた利用方針に
方針を作成して所属内で共有するとともに、当該利 沿って運用し、定めた内容等について
用方針に沿って運用すること、また、利用方針で定 公表していなかった２部局においては、
めた情報発信の目的や内容、意見や問い合わせへの 対応方法の公表を行うとともに、運営
対応方法等を公表することが規定されている。 要領等に必要な事項を記載しました。
・ソーシャルメディアを利用した情報発信を行う また、１部局においては、アカウン
目的 トが休止中であるため、不要なアカウ

・利用するソーシャルメディアの種類 ントを削除しました。
・ソーシャルメディアを利用した情報発信の内容
・記事投稿手続（所属長の了承等）
・セキュリティ対策（ＩＤ･パスワード管理等）
・意見や問い合わせ等への対応方法（リプライ等）
これらの実施状況について確認したところ、運営

要領を作成している206アカウントのうち、発信の
目的を記載していないものが１部局、１アカウント、
発信内容を記載していないものが２部局、２アカウ
ント、記事投稿手続を記載していないものが４部局、
７アカウント、セキュリティ対策について記載して
いないものが５部局、６アカウント、対応方法を記
載していないものが３部局、３アカウント、対応方
法等の公表を行っていないものが６部局、７アカウ
ントであった。

≪改善意見≫
利用方針（運営要領）への必要事項の記載や対応

方法等の公表を行っていない部局については、速や
かな是正が必要である。

（総務部、農政部、石狩振興局）

（６）記事投稿手続

利用ガイドラインに基づき各部局が作成している 記事を投稿するに当たり、所属長な
利用方針（運営要領）において、記事の投稿につい どの承認を得て、適正な運用を徹底し
ては所属長の承認等を明確にするとされているが、 ています。
承認の状況について確認したところ、表23のとおり、
記事の投稿に当たり所属長の承認を必要とする旨の
利用方針（運営要領）を作成している199アカウン
トのうち、所属長の承認を得ているものが190アカ
ウント、承認を得ていないものが４部局、９アカウ
ントであった。

≪改善意見≫
記事の投稿に当たり、必要とされている所属長の

承認を得ていない部局については、速やかな是正が
必要である。

（農業大学校、後志総合振興局、胆振総合振興局）
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（８）アカウントの公表

利用ガイドラインでは、ソーシャルメディアの利 有効なアカウントについては、北海
用に当たっては、公式アカウントを用い、北海道公 道公式ホームページ上で公表し、休止
式ホームページ上で当該アカウントを公表すること 中である不要なアカウントは削除しま
とされているが、アカウントの公表について確認し した。
たところ、表25のとおり、公表しているものが186
アカウント、未公表が６部局、24アカウントであっ
た。

≪改善事項≫
北海道公式ホームページ上で当該アカウントを公

表していない部局については、速やかな是正が必要
である。

（保健福祉部、オホーツク総合振興局）

（９）成りすまし防止のための対策

利用ガイドラインでは、成りすまし防止のために、 成りすまし防止のため、４部局にお
利用するソーシャルメディアのアカウントのプロフ いて、北海道公式ホームページのＵＲ
ィール欄などに、当該アカウントを紹介している北 Ｌを記載し、２部局において、不要ア
海道公式ホームページのＵＲＬを記載することとさ カウントを削除しました。
れているが、ＵＲＬの記載について確認したところ、
表26のとおり、ＵＲＬの記載を行っているものは17
3アカウント、記載していないものは11部局、37ア
カウントであった。

≪改善意見≫
北海道公式ホームページのＵＲＬをアカウントに

記載していない部局については、速やかな是正が必
要である。

（総合政策部、保健福祉部、空知総合振興局、
胆振総合振興局、オホーツク総合振興局、
釧路総合振興局）

（10）セキュリティ対策

利用ガイドラインでは、セキュリティ対策として パスワード管理などのセキュリティ
ＩＤとパスワードの管理に細心の注意を払うことと 対策については、運営要領等に定める
されているが、セキュリティ対策を行っているかに 方法によることを徹底しました。
ついて確認したところ、表27のとおり、パスワード
管理などのセキュリティ対策を行っているものが20
2アカウント、対策を行っていないものが７部局、
８アカウントであった。

≪改善意見≫
セキュリティ対策を行っていない部局について

は、速やかな是正が必要である。

（農政部、渡島総合振興局、
宗谷総合振興局、
オホーツク総合振興局、根室振興局）
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３ 適切なリスク管理等が行われているか

（４）希望する研修内容

希望する研修内容について確認したところ、多く 人事課の能力開発研修において実施
の部局で道主催によるソーシャルメディア専門の研 されている「ＳＮＳ活用研修」を受講
修を希望していた。 するとともに、関係課と連携しながら
なお、希望する具体的な研修内容は、主に次のと 当該研修の内容の充実を図っていきま

おりである。 す。
・効果的なソーシャルメディアの活用方法とコン
プライアンスについて

・著作権や発信時のマナーについて
・投稿やフォロワーの分析方法について
・動画編集について
・官公庁(公的機関)発信の事例紹介について
・トラブル時の対応方法について

≪改善意見≫
ソーシャルメディアの利用が増加する中、ソーシ

ャルメディアを利用する多くの部局が道主催による
ソーシャルメディア専門の研修の実施を希望してい
ることから、広報所管課である総合政策部広報広聴
課においては、必要に応じて、情報セキュリティ所
管課の総合政策部情報政策課の協力を得つつ、各部
局が希望する具体的な研修内容や、23ページ１（８）
で寄せられた課題を踏まえた道主催の研修実施につ
いて検討する必要がある。

（総合政策部）
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令和３年度（2021年度）行政監査の結果に基づき講じた措置（知事部局）

テーマ設定分以外の一般行政事務に係る監査

監査の結果に基づき講じた措置

是正又は改善を要する事項 左 に 対 す る 措 置

１ 個人情報が記録された文書を送付する際の確認作業が行われていないもの

個人情報が記録された文書を送付する際は、誤 下記の対策を徹底しました。
送付を防止するため、直ちにチェックリストに必 ① ＦＡＸ送信前の確認事項をチェ
要事項を記載し、郵送のため公文書を封入すると ックリスト化するとともに、送信
きは、役付き職員を含めて複数回、２人以上で確 作業を複数人で行うことを徹底し
認することとされ、また、ファックスを送信する ました。
ときは、他の書類が混入していないことを確認す ② ＦＡＸ機器横に、①の徹底を促
ることとされているが、これらの取組がなされて す貼り紙を掲示しました。
いないものがあった。 ③ 一斉送信の際の誤操作を防ぐた

め、使用頻度の少ないワンタッチ
（３）ファックスを送信する際、宛先の確認は実施 ダイヤルを削除するとともに、使

しているが、送信文書の確認を行っていないこ 用頻度の高いボタンは視認しやす
とから、送信する必要のない他の書類を添付し くするため着色しました。
て送信したものがあった。

（オホーツク総合振興局）

２ 個人情報が含まれる文書の保管が不適切なもの

個人情報が含まれる文書については、厳重に保 個人情報が含まれる文書の取扱いに
管しなければならないが、執務室内に保管してい ついて、改めて所内全員に周知徹底を
た廃棄予定文書の中に、個人情報が含まれる文書 行いました。
を混在させていたことにより、外部に流出したも また、これまで個人情報を含む文書
のがあった。 が混在する可能性のあった廃棄予定書

類箱は撤去し、文書を廃棄する際は、
（日高振興局） 個人情報の有無に関わらず、全てシュ

レッダーで裁断した上で焼却場へ持込
み廃棄する方法へ変更しました。

４ 自家用車の公用使用が不適切なもの

職員が自家用車を公用使用する場合は、あらか 職員の自家用車の公用使用に当たっ
じめ所属長に届け出の上、その都度承認を受けな ては、あらかじめ所属長に届出の上、
ければならないが、これを受けずに使用している その都度承認を受けるよう、職員に対
ものがあった。 し、あらためて指導しました。

（空知総合振興局）
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令和３年度(2021年度)に係る行政監査の結果に対する措置状況（教育庁）

監査テーマ 「ソーシャルメディアの利用状況等について」

監査の結果に基づき講じた措置

是正又は改善を要する事項 左 に 対 す る 措 置

１ 効果的な情報発信や利活用が行われているか

(１) 情報発信の頻度及び発信件数

ソーシャルメディアを利用した情報発信の頻度 休止中のアカウントについては、削除
は、表14のとおり、イベント開催時等に不定期に しました。
発信するものが157アカウント、週に２～３回が3 また、停止となっているアカウント（１
2アカウント、週１回が29アカウントなどとなっ 件）については、復旧後、指定管理者に
ており、休止中のものは３部局、５アカウントで おいて定期的に情報発信するよう指導済
あった。 みです。
なお、その他の内容は、相談対応のみで情報発 ソーシャルメディアの利用に当たって

信を行っていないものである。 は、活用の状況を把握の上、必要性を検
また、令和２年度中の発信件数は、表15のとお 討することとし、適切な管理に努めます。

り、10件未満が96アカウント、10件以上50件未満
が64アカウント、50件以上100件未満が54アカウ
ント、100件以上150件未満が24アカウントなどと
なっている。

≪改善意見≫
休止中のアカウントについては、ソーシャルメ

ディアの特性である「情報の即時性」を十分に活
かしきれていないことに加え、「成りすまし」等
のトラブルの発生リスクがあることから、アカウ
ント継続の必要性について検討する必要がある。
また、情報発信の頻度や発信件数が著しく少な

いアカウントについても、同様の理由から、その
必要性について検討することが望ましい。

（社会教育課、高校教育課）

２ ガイドラインに基づき、適正な運用が行われているか

(１) ソーシャルメディアの利用許可申請

北海道情報セキュリティ対策基準では、ソーシ 申請を行っていなかったソーシャルメ
ャルメディアの新規の利用に当たっては、統括情 ディアの利用許可については、申請を行
報セキュリティ責任者の書面による許可を得なけ い、承認されました。
ればならないとされている。 ソーシャルメディアを新規に利用する
利用許可申請について確認したところ、表21の ときは、北海道情報セキュリティ対策基

とおり、利用許可申請を行っているものが63アカ 準に基づく利用許可申請を行うことを徹
ウント、不要なものが184アカウント、行ってい 底し、適切な運用に努めます。
ないものが17部局、26アカウントであった。 なお、蘭越高等学校に係るソーシャル

メディアについては、SNS提供事業者に
≪改善意見≫ より自動生成、公開されたページであり、
新規の利用に当たって、利用許可申請を行って SNS提供事業者にページ削除を依頼済み

いない部局については、速やかな是正が必要であ です。
る。
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（長沼高等学校、小樽未来創造高等学校、余市紅
志高等学校、蘭越高等学校、鵡川高等学校、静内
農業高等学校、函館工業高等学校、大野農業高等
学校、苫前商業高等学校、遠別農業高等学校、斜
里高等学校、置戸高等学校、遠軽高等学校、清里
高等学校、本別高等学校、標茶高等学校）

(２) 情報発信の使用機器

北海道情報セキュリティ対策基準では、職員等 個人端末から情報発信していたソーシ
は、支給された端末機以外の外部の機器等を業務 ャルメディアについては、現在、公用の
に利用してはならないとされているが、ソーシャ 端末を用いて情報発信しています。
ルメディアの情報発信に使用している機器につい ソーシャルメディアの利用に当たって
て確認したところ、個人が所有する機器を使用し は、公用の機器により情報発信すること
ているものが７部局、17アカウントあった。 とし、適切な運用に努めます。

≪改善意見≫
個人が所有する機器から情報発信を行っている

部局については、速やかな是正が必要である。

（近代美術館、札幌東陵高等学校、大麻高等学校、
白老東高等学校、鵡川高等学校、函館工業高等学
校、置戸高等学校）

(３) 利用ガイドラインの策定

道では、平成25年３月に知事部局において利用 令和３年９月30日現在でソーシャルメ
ガイドラインを定め、ソーシャルメディアの本格 ディアを利用していた道立学校33部局、
的な利用を開始し、その他の部局においても、同 63アカウントについて、令和３年10月６
様に運用している。 日に作成した「道立学校ソーシャルメデ
教育庁においては、本監査実施通知後の令和３ ィア利用ガイドライン」作成後における

年10月に「道立学校ソーシャルメディア利用ガイ 対応状況を確認したところ、（４）運営
ドライン」を新たに定めており、監査の資料提出 要領の作成、（５）利用方針の記載事項、
を求めた基準日（令和３年９月30日）時点におい 対応方法等の公表、（６）記事投稿手続、
て、道立学校に適用される利用ガイドラインがな （７）掲載・発信内容、（９）成りすま
い事態となっていた。 し防止のための対策及び（10）セキュリ
このことから、下記「（４）運営要領の作成か ティ対策については、ガイドラインに沿

ら「（10）セキュリティ対策」までの監査結果等 った対応を行っていることを確認しまし
には、道立学校33部局、63アカウント分は含めて た。
いない。 （８）アカウントの公表については、

１部局、１アカウントが、ホームページ
≪改善意見≫ 上でアカウントの公表を行っていません
教育庁においては、道立学校ソーシャルメディ が、これは、対象者を限定した情報発信

ア利用ガイドライン策定後の各道立学校の対応状 であり、不特定多数を対象に広く周知す
況を確認し、下記「（４）運営要領の作成」から るような性質の情報発信ではないことか
「（10）セキュリティ対策」までについて、改善 ら、これを認めることとしました。その
されていない場合は、早急に改善するよう道立学 他32部局、62アカウントについては、ガ
校を指導する必要がある。 イドラインに沿った対応を行っているこ

とを確認しました。
（IＣＴ教育推進課）

(４) 運営要領の作成

利用ガイドラインでは、ソーシャルメディアの 運営要領を作成しておらず、既に休止
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利用に当たって、運営要領に利用の目的や運用方 していたアカウントは、継続の必要性が
法等を明記することとなっている。 ないことから、削除しました。
運営要領の作成について確認したところ、運営 また、未作成となっていたフェイスブ

要領の作成を行っているものは206アカウント、 ックとツイッターの運営要領について
作成していないものは３部局、４アカウントであ は、それぞれ作成しました。
った。 ソーシャルメディアの利用に当たって

は、活用の状況を把握の上、必要性を検
≪改善意見≫ 討することとし、適切な運営に努めます。
運営要領を作成していない部局については、速

やかな是正が必要である。

（高校教育課、図書館）

(５) 利用方針の記載事項、対応方法等の公表

利用ガイドラインでは、次の点を明確にした利 ソーシャルメディアの利用に当たって
用方針を作成して所属内で共有するとともに、当は、利用方針を作成の上、情報発信の目
該利用方針に沿って運用すること、また、利用方 的や内容、意見や問い合わせへの対応方
針で定めた情報発信の目的や内容、意見や問い合 法等を公表しています。
わせへの対応方法等を公表することが規定されて また、停止となっているネイパル砂川
いる。 のアカウントについては、復旧後に処理
・ソーシャルメディアを利用した情報発信 するよう、指定管理者に指導済みです。
を行う目的 ソーシャルメディアの利用に当たって

・利用するソーシャルメディアの種類 は、道民への適切な情報提供に努めます。
・ソーシャルメディアを利用した情報発信
の内容

・記事投稿手続（所属長の了承等）
・セキュリティ対策（ＩＤ･パスワード
管理等）

・意見や問い合わせ等への対応方法（リプライ等）
これらの実施状況について確認したところ、運

営要領を作成している206アカウントのうち、発
信の目的を記載していないものが１部局、１アカ
ウント、発信内容を記載していないものが２部局、
２アカウント、記事投稿手続を記載していないも
のが４部局、７アカウント、セキュリティ対策に
ついて記載していないものが５部局、６アカウン
ト、対応方法を記載していないものが３部局、３
アカウント、対応方法等の公表を行っていないも
のが６部局、７アカウントであった。

≪改善意見≫
利用方針（運営要領）への必要事項の記載や対

応方法等の公表を行っていない部局については、
速やかな是正が必要である。

（社会教育課、文化財・博物館課、生徒指導・学
校安全課、空知教育局）

(６) 記事投稿手続

利用ガイドラインに基づき各部局が作成してい 記事の投稿に当たり、必要とされてい
る利用方針（運営要領）において、記事の投稿に る所属長の承認を得ていないアカウント
ついては所属長の承認等を明確にするとされてい については、管理を行う指定管理者に対
るが、承認の状況について確認したところ、表23 し、速やかに是正するよう指導を行い、
のとおり、記事の投稿に当たり所属長の承認を必 事務処理の是正を確認しました。
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要とする旨の利用方針（運営要領）を作成してい ソーシャルメディアの利用に当たって
る199アカウントのうち、所属長の承認を得てい は、適切な情報公開のため、所属長の承
るものが190アカウント、承認を得ていないもの 認を得るようにし、運営要領により、「生
が４部局、９アカウントであった。 涯学習推進センター業務」受託者にあっ

ては、業務処理責任者の事前承認を受け
≪改善意見≫ ることをそれぞれ徹底し、適切な運用に
記事の投稿に当たり、必要とされている所属長 努めます。

の承認を得ていない部局については、速やかな是
正が必要である。

（社会教育課）

(８) アカウントの公表

利用ガイドラインでは、ソーシャルメディアの 公表していなかったアカウントについ
利用に当たっては、公式アカウントを用い、北海 ては、北海道公式ホームページ上で公表
道公式ホームページ上で当該アカウントを公表す しました。
ることとされているが、アカウントの公表につい なお、一部アカウントについては、指
て確認したところ、表25のとおり、公表している 定管理期間の終了に伴い、指定管理者が
ものが186アカウント、未公表が６部局、24アカ アカウントの削除を行いました。
ウントであった。 ソーシャルメディアを利用するとき

は、運営要領に基づき、適切な運用に努
≪改善事項≫ めます。
北海道公式ホームページ上で当該アカウントを

公表していない部局については、速やかな是正が
必要である。

（社会教育課、文化財・博物館課、空知教育局）

(９) 成りすまし防止のための対策

利用ガイドラインでは、成りすまし防止のため 記載していなかったURLについては、
に、利用するソーシャルメディアのアカウントの 北海道公式ホームページURLをアカウン
プロフィール欄などに、当該アカウントを紹介し トに記載するよう、当該アカウントを管
ている北海道公式ホームページのＵＲＬを記載す 理する指定管理者に指導しました。
ることとされているが、ＵＲＬの記載について確 なお、一部のアカウントについては、
認したところ、表26のとおり、ＵＲＬの記載を行 令和４年３月末に指定管理期間の終了に
っているものは173アカウント、記載していない 伴い、指定管理者がアカウントの削除を
ものは11部局、37アカウントであった。 行いました。

また、停止となっているアカウントに
≪改善意見≫ ついては、復旧後に処理するよう、指定
北海道公式ホームページのＵＲＬをアカウント 管理者に指導済みです。

に記載していない部局については、速やかな是正 ソーシャルメディアを利用に当たって
が必要である。 は、運営要領に基づき、適切な運用に努

めます。
（社会教育課、文化財・博物館課、高校教育課、
生徒指導・学校安全課、空知教育局）

(10) セキュリティ対策

利用ガイドラインでは、セキュリティ対策とし 停止となっているアカウントであり、
てＩＤとパスワードの管理に細心の注意を払うこ 編集作業を行えないため、復旧後に処理
ととされているが、セキュリティ対策を行ってい するよう、指定管理者に指導済みです。
るかについて確認したところ、表27のとおり、パ ソーシャルメディアの利用に当たって
スワード管理などのセキュリティ対策を行ってい は、ID・パスワードの管理等、適切な管
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るものが202アカウント、対策を行っていないも 理に努めます。
のが７部局、８アカウントであった。

≪改善意見≫
セキュリティ対策を行っていない部局について

は、速やかな是正が必要である。

（社会教育課）

テーマ設定分以外の一般行政事務に係る監査

監査の結果に基づき講じた措置

是正又は改善を要する事項 左 に 対 す る 措 置

１ 個人情報が記録された文書を送付する際の確認作業が行われていないもの

個人情報が記録された文書を送付する際は、誤 チェックリストを作成していなかった
送付を防止するため、直ちにチェックリストに必 係については、チェックリストを作成し
要事項を記載し、郵送のため公文書を封入すると ました。
きは、役付き職員を含めて複数回、２人以上で確 個人情報が記録された文書を送付する
認することとされ、また、ファックスを送信する ときは、直ちにチェックリストに必要事
ときは、他の書類が混入していないことを確認す 項を記載し、確認を受ける等、誤送付を
ることとされているが、これらの取組がなされて 防止するための確認作業を徹底します。
いないものがあった。
(1) チェックリストを作成していない係があ

り、送付前のチェックを行ったことが確認できな
い状態であった。

（空知教育局、オホーツク教育局）

(2) 郵送のため公文書を封入する際、２人以上 個人情報が記載された文書を送付する
で確認しなければならないことを認識しておら ときは、記録表の作成を行い、複数人で
ず、送付前のチェックを行っていなかった。 確認し、誤送付のないよう適切な対応に

努めます。
（紋別高等養護学校）

３ 私費会計（定時制給食会計）での現金の取扱いが不適切なもの

私費会計における学校徴収金について、収納担 定時制給食会計において、現金を収納
当者は、納入金等を収納後、学校諸費収納日計票 したときは、入出管理簿を作成し金庫管
により校長の決裁を受け、速やかに金融機関等に 理者の確認を受け金庫内に保管すること
預託するものとされており、やむを得ず金庫内に とし、適切な方法により処理することを
現金等を保管する場合は、入出管理簿に保管現金 徹底します。
の内容・金額等を記録し、金庫管理者の確認を受
けなければならないが、定時制給食会計において、
職員から収納した現金を、これらの処理を行わず
に金庫に保管しているものがあった。

（釧路工業高等学校）
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令和３年度（2021年度）行政監査結果に係る措置（警察部局）

テーマ設定分以外の一般行政事務に係る監査

監査の結果に基づき講じた措置

是 正 又 は 改 善 を 要 す る 事 項 講 じ た 措 置

５ 長期にわたり健康管理医が置かれていないもの

北海道警察職員健康安全管理規程において、 健康管理医が置かれていなかった当該警
警察署には健康管理医を置くこととされている 察署については、地元の医療機関に対する
が、８年間置かれていない警察署があった。 積極的な働きかけを行い、令和４年７月か

ら、健康管理医の配置を行いました。
（警察本部） 今後においても、職員の健康を保持する

ための医学的措置に関する助言等を得るた
め、地域の医療機関や医師会へ働きかけを
行うなどにより、健康管理医の確保に向け
た様々な取組を行います。
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令和３年度(2021年度)に係る行政監査の結果に対する措置状況（選挙管理委員会）

監査テーマ 「ソーシャルメディアの利用状況等について」

監査の結果に基づき講じた措置

是正又は改善を要する事項 左 に 対 す る 措 置

２ ガイドラインに基づき、適正な運用が行われているか

(５) 利用方針の記載事項、対応方法等の公表

利用ガイドラインでは、次の点を明確にした利 ガイドラインに基づき利用方針に沿っ
用方針を作成して所属内で共有するとともに、当 て運用し、定めた内容等について公表し
該利用方針に沿って運用すること、また、利用方 ていなかった部局については、対応方法
針で定めた情報発信の目的や内容、意見や問い合 等の公表を行いました。
わせへの対応方法等を公表することが規定されて
いる。
・ソーシャルメディアを利用した情報発信
を行う目的

・利用するソーシャルメディアの種類
・ソーシャルメディアを利用した情報発信
の内容

・記事投稿手続（所属長の了承等）
・セキュリティ対策（ＩＤ･パスワード
管理等）

・意見や問い合わせ等への対応方法（リプライ等）
これらの実施状況について確認したところ、運

営要領を作成している206アカウントのうち、発
信の目的を記載していないものが１部局、１アカ
ウント、発信内容を記載していないものが２部局、
２アカウント、記事投稿手続を記載していないも
のが４部局、７アカウント、セキュリティ対策に
ついて記載していないものが５部局、６アカウン
ト、対応方法を記載していないものが３部局、３
アカウント、対応方法等の公表を行っていないも
のが６部局、７アカウントであった。

≪改善意見≫
利用方針（運営要領）への必要事項の記載や対

応方法等の公表を行っていない部局については、
速やかな是正が必要である。

（北海道選挙管理委員会事務局根室支所）

(９) 成りすまし防止のための対策

利用ガイドラインでは、成りすまし防止のため
に、利用するソーシャルメディアのアカウントの 成りすまし防止のため、北海道公式ホ
プロフィール欄などに、当該アカウントを紹介し ームページURLをアカウントに記載しま
ている北海道公式ホームページのＵＲＬを記載す した。
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ることとされているが、ＵＲＬの記載について確
認したところ、表26のとおり、ＵＲＬの記載を行
っているものは173アカウント、記載していない
ものは11部局、37アカウントであった。

≪改善事項≫
北海道公式ホームページのＵＲＬをアカウント

に記載していない部局については、速やかな是正
が必要である。

（北海道選挙管理委員会事務局胆振支所、根室
支所）
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令和３年度(2021年度)に係る行政監査の結果に対する措置状況（病院局）

監査テーマ 「ソーシャルメディアの利用状況等について」

監査の結果に基づき講じた措置

是正又は改善を要する事項 左 に 対 す る 措 置

２ ガイドラインに基づき、適正な運用が行われているか

(１) ソーシャルメディアの利用許可申請

北海道情報セキュリティ対策基準では、ソーシ 道立病院局YouTubeチャンネルについ
ャルメディアの新規の利用に当たっては、統括情 ては、令和３年11月に利用許可申請を行
報セキュリティ責任者の書面による許可を得なけ いました。
ればならないとされている。 ソーシャルメディアに新規利用に当た
利用許可申請について確認したところ、表21の っては、北海道情報セキュリティ対策基

とおり、利用許可申請を行っているものが63アカ 準に基づき、引き続き、適正な事務処理
ウント、不要なものが184アカウント、行ってい に努めます。
ないものが17部局、26アカウントであった。

（道立病院局）

(４) 運営要領の作成

利用ガイドラインでは、ソーシャルメディアの 運営要領が未作成であったソーシャル
利用に当たって、運営要領に利用の目的や運用方 メディアについては、令和３年11月に運
法等を明記することとなっている。 営要領の作成を行いました。
運営要領の作成について確認したところ、運営 ソーシャルメディアの運営要領の作成

要領の作成を行っているものは206アカウント、 に当たっては、北海道ソーシャルメディ
作成していないものは３部局、４アカウントであ ア利用ガイドラインに基づき、引き続き、
った。 適正な事務処理に努めます。

（道立病院局）

(５) 利用方針の記載事項、対応方法等の公表

利用ガイドラインでは、次の点を明確にした利 記事投稿手続、対応方法及びセキュリ
用方針を作成して所属内で共有するとともに、当 ティ対策未記載であったソーシャルメデ
該利用方針に沿って運用すること、また、利用方 ィアについては、令和４年９月までに運
針で定めた情報発信の目的や内容、意見や問い合 営要領の改定を行いました。
わせへの対応方法等を公表することが規定されて また、意見やお問い合わせへの対応方
いる。 法等が未公表であったソーシャルメディ
・ソーシャルメディアを利用した情報発信 アについては、公表を行いました。
を行う目的 利用方針の記載事項、対応方法等の公

・利用するソーシャルメディアの種類 表に当たっては、北海道ソーシャルメデ
・ソーシャルメディアを利用した情報発信 ィア利用ガイドラインに基づき、引き続
の内容 き、適正な事務処理に努めます。

・記事投稿手続（所属長の了承等）
・セキュリティ対策（ＩＤ･パスワード
管理等）

・意見や問い合わせ等への対応方法（リプライ等）
これらの実施状況について確認したところ、運
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営要領を作成している206アカウントのうち、発
信の目的を記載していないものが１部局、１アカ
ウント、発信内容を記載していないものが２部局、
２アカウント、記事投稿手続を記載していないも
のが４部局、７アカウント、セキュリティ対策に
ついて記載していないものが５部局、６アカウン
ト、対応方法を記載していないものが３部局、３
アカウント、対応方法等の公表を行っていないも
のが６部局、７アカウントであった。

（道立病院局、道立羽幌病院、子ども総合医療・
療育センター）

(８) アカウントの公表

利用ガイドラインでは、ソーシャルメディアの 公表を行っていなかったアカウントに
利用に当たっては、公式アカウントを用い、北海 ついては、令和４年９月までに北海道公
道公式ホームページ上で当該アカウントを公表す 式ホームページ上にてアカウントの公表
ることとされているが、アカウントの公表につい を行いました。
て確認したところ、表25のとおり、公表している ソーシャルメディアのアカウント公表
ものが186アカウント、未公表が６部局、24アカ に当たっては、北海道ソーシャルメディ
ウントであった。 ア利用ガイドラインに基づき、引き続き、

適正な事務処理に努めます。
（道立病院局、道立羽幌病院）

(９) 成りすまし防止のための対策

利用ガイドラインでは、成りすまし防止のために、 ＵＲＬの記載を行っていないアカウン
利用するソーシャルメディアのアカウントのプロ トについては、令和４年９月までに北海
フィール欄などに、当該アカウントを紹介してい 道公式ホームページのＵＲＬを記載しま
る北海道公式ホームページのＵＲＬを記載するこ した。
ととされているが、ＵＲＬの記載について確認し 北海道公式ホームページＵＲＬの記載
たところ、表26のとおり、ＵＲＬの記載を行って に当たっては、北海道ソーシャルメディ
いるものは173アカウント、記載していないもの ア利用ガイドラインに基づき、引き続き、
は11部局、37アカウントであった。 適正な事務処理に努めます。

（道立病院局、道立羽幌病院）

(10) セキュリティ対策

利用ガイドラインでは、セキュリティ対策とし セキュリティ対策を行っていないアカ
てＩＤとパスワードの管理に細心の注意を払うこ ウントについては、令和３年11月に運営
ととされているが、セキュリティ対策を行ってい 要領を作成し、同要領に基づき、セキュ
るかについて確認したところ、表27のとおり、パ リティ対策を行いました。
スワード管理などのセキュリティ対策を行ってい ソーシャルメディアのセキュリティ対
るものが202アカウント、対策を行っていないも 策に当たっては、北海道ソーシャルメデ
のが７部局、８アカウントであった。 ィア利用ガイドラインに基づき、引き続

き、適正な事務処理に努めます。
（道立病院局）
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令和３年度（2021年度）に係る行政監査の結果に対する措置状況（病院局）

テーマ設定分以外の一般行政事務に係る監査

監査の結果に基づき講じた措置

是 正 又 は 改 善 を 要 す る 事 項 講 じ た 措 置

４ 自家用車の公用使用が不適切なもの

職員が自家用車を公用使用する場合は、あら 関係職員に対し、関係法令等の遵守の徹
かじめ所属長に届け出の上、その都度承認を受 底について指導を行い、自家用車の公用使
けなければならないが、これを受けずに使用し 用に当たっては、あらかじめ所属長に届け
ているものがあった。 出の上、その都度承認を受けており、適正

な事務処理に努めています。
（江差病院）


